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f重複jの文法的研究

論文要旨

本研究は，主に現代日本語共通語と現代中国語共通語における重複表現の観察を通じて，両言語

の重複表現の自然さを律する文法を包括するメタ文法を構築し，言語研究における専門用語「重複J

の定義を検討するための基礎的な観察を行うものである。

重複が言語表現を不自然にすることは，グライスの「量の公理」を持ち出すまでもなく明らかな

ことのように思われるが，実際にはそうではなく，言語研究においてはさまざまな自然な重複表現

の存在が知られている。しかし， rでは，どのような重複が自然で，どのような重複が不自然なのか，

そしてそれはなぜなのか?Jという問題の追究にはほとんど手が付けられていない。結果として現

状では，重複はもっぱら語用論的な原理のみから，その不自然さが論じられるに留まっている。

本研究では，そのような問題が，語用論とは別に，文法的な観点からも追究可能であり，さらに，

個別言語を超えた，より一般的な通言語的研究の見地から，重複の自然さ~不自然さを論じること

が可能であるということを，日本語と中国語の観察をもとに示したい。また，この作業の中で， r重
複Jという概念自体も，言語の観察記述に最も有効な専門用語へと精錬することに向かっていくこ

とも本研究の目的とする。

博士論文は， r序論Jr本論Jr結論Jの3つの部分から成り立っている。

最初の「序論」には2つの章が含まれ，第 1章において，本研究の悶短意識や目的，考察対象，

研究方法，および博士論文の構成を述ベる。第2章では，本研究の立場と，重複と冗長性の関係，

および重複と関連する先行研究が取り上げ，本論の前提が形成する。

論文の中心である f本論Jには 5つの章が含まれ，そのうちの第3章~第6章では，重複が現れ

る構造ごとに詳しく観察し，言語差についての記述も展開する。これらの 4つの章は，それぞれ一

つのタイプの重複と対応している。第3章の「項ー述語J構造における重複(例:rノーベル賞を受

賞するJ)では，日本語と中国語の合成的表現VN(Vは動詞的要素， Nは名詞的要素)を例にとり，

重複の一方が VNである場合の表現の自然さについて， r語の不透明性J，r主要部前置・後置の問題J，

「修飾要素による意識の拡散J，rVNの性質Jr表現の他動性jなど文法的な観点から一定の理解が

得られることを示した。第4章の『主題一題述」構造における重複(例:r彼のいいところはやさし

いところですJ)では，日本語の主題文を取り上げ，主題文に生じる重複の自然さについて，重複し

ている要素が「合成語か単純語かJr複合語か派生諮かJr和語か漢詩かJr項目語か否かJという問

題と関わっており，また， r修飾要素の重複か，被修飾要素の重複かJという文法的環境の違いによ

って傾向が異なること，さらに『話し手の意識の推移Jとも連動するということを示した。また，

第5章の『修飾一被修飾i構造と f同格』構造における重複(例:rs人の学生たちJ)では， r数の

一致Jに関する日中の言語差を紹介した上で，日本語の「これら(の)Jと中国語の“法些"という

指示詞と関連づけて， r数の一致Jタイプの重複の自然さを検討した。結果としては， r数の一致」

の自然さは「アニマシーの高低j と「言語構造Jの問題と関わるだけではなく，語葉の問題(本稿

では，日本語の「これら(の)Jと中国語の“迭些"の違い)とも関連しているということを示した。ー

さらに，第6章の「並列J構造における重複(例:r私は小説を読むが，彼は雑誌を読むJ)では，

日中英の対照から重複とその解消 (r省略J)を合わせて考察した。その言語差について， r語順の問

題Jと「接続詞の有無」から一定の理解が得られることを示した。第3章~第6章では，書きこと

ぼと話しことばを区別せずに，統一的に記述してきたが，第 7章では，書きことばとの対照から，

とくに話しことばにおける重複の特徴を検討した。話しことばでの重複と書きことばでの重複の違

いについて， r話し手の態度Jに関する部分は，質的な違いがなく，程度の問題であると考えられる

が，その質的な違いとしては，複数の節または文節に亘って，重複が現れるのは話しことばだけで

あるということが挙げられる。

最後の『結論j には， 2つの章が含まれ，第8章では，各章のまとめを論じた上で， r本論jの考

察を基にして，日本語と中国語の両言語の重複表現の自然さを律する文法を包括するメタ文法を構

築した。また，第9章では，今後はどのような視点、から専門用語「重複jの定義を追究するのか，

そのためにどのようなことをさらに検討するべきなのかという今後の発展の可能性を論じた上で，

本研究において見込まれる学術的成果を述べた。
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要 旨

学位申請者・程利氏の論文 rr重複jの文法的研究Jは，言語表現の重複という現象がこれまで

考えられていた以上に文法的要因によって自然さを変えるということを，現代日本語共通語と現

代中国語共通語を中心的題材に論じたものである。

重複という現象は，これまで正当な光をほとんど当てられてこなかった。巷間では重複はひとえ

に「馬から落ちて務馬したjのような避けられるべき誤用の一種とされ，この扱いは規範主義的な

言語研究においても何ら変わるところがない。事実を重視する記述主義的な言語研究では，一部の

重複は「一致Jあるいは『呼応Jという名で文法的現象として認められていたものの，その他の重

複は言語哲学者グライスの「量の公理jという語用論的な原理によって一律に不自然とみなされる

のが通例であった。しかし，これは事実とは合致しない。実際には，一致や呼応以外の重複の中に

も完全に自然なものがある。つまり「どういう重複が宅自然で，どういう重複が不自然か」という閑

題は，これまで考えられていた以上に文樹包観点からの追求が可能である。本論文は，以上の事実

を指摘して日本語と中国語の重複に関する文法記述をおこない，重複のメタ文法を構築する基礎

を築こうとしたものである。

本論文は，全s部，全9章から成る構成をとっていーる。第 1部は序論で，そのうち第 1

・E 章では本論文の背景や目的，具体的な考察対象，用いる手法などが述べられており，第 2

章では前提として重複に関する基礎的考察がまとめられると共に，重複に関して実質的貢

献を果たした僅かな先行研究の概要がまとめられている。また第 8部は結論部で，そのう

ち第8章ではそれまでに得られた知見が短くまとめられ，第9章では今後の課題が示され

ている。本論にあたる第2部(第3章~第7霊堂)では，重複が文法的観点から 5類に大別

され，文法的な観点から綿密な記述が展開されている。

第 3章ではたとえば日本語の重複表現『ノーベル賞を受賞する」が自然である一方，そ

れに対応する中国語の重複表現“荻笑浩貝依奨"が不自然であるといった，項表現と述語

表現における重複が取り上げられており，これらの重複表現の自然さには，意識の拡散と

いった認知的な要悶だけでなく「語の不透明性Jr語順Jr語業化の程度Jr他動性の高低J

といった文法的な要因が関与する之とが論じられている。第 4章では「彼のいいところは

やさしいところです」のような，主題表現と題述表現における重複が取り上げられ， r修飾

表現の有無Jr重複要素が修飾表現カミ被修飾表現かJr措定か指定かJr知識か体験かJr述
語の名詞性Jr終助詞やilJ詞のサポートの有無」といった統語論的~語集論的な要因，そし

て『新しい視野の導入Jr探求すべき「謎JらしさJr題述部のまとまり j といった意味論

的な要因によって重複の自然さが変わることが論じられている。第 5章では r5人の学生

たち」のような修飾+被修飾表現，そして『学生たち 5人」のような同格表現における重

複が取り上げられ， rアニマシ~J の他，形容調と名詞のような品調の違いが重複の自然さ

に関わる局面があることが論じられている。第 6章では重複のない日本語 f私はコーヒ}

を，彼は紅茶を注文したJに対応する中国語“我蜘排，他点了紅茶"や“我喝了茶，他蜘

排"が不自然といった，並列表現における重複が取り上げられ，語順という文法的な違い

から両語の重複の自然さが論じられている。以上の第3章~第6章が話しことばにも書き

ことばにも見られる重複を扱っているのに対し，第2部末尾の第 7寧では『なんか大体6

時前後っぽい感じ」のような，日常会話を典型とする話しことばにおける重複が取り扱わ

れている。そこでは， r強調JrぼやかしJr敬意Jr接続Jといった態度的意味が発話に持

続的に影響し，結果的に重複を生むことが論じられている。

本論文は， 1重複の受容に消極的であった伝統的な言語観に根本的な反省を加える，高

い革新性を備えており，言語形式の記述と考察に関して重要な知見をもたらす価値ある

論考の集積であると考えられる。よって本審査委員会は全員一致で，学位申請者の程薪

氏は，博士(学術)の学位を得る資格があると認める。なお，申詩者は申請に先立ち，博

士後期課程在学中に以下2編の査読付き学術論文を発表している。
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